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第
十
五
號

三
五

一
、
は
じ
め
に

晩
年
の
後
水
尾
院
が
五
山
僧
ら
と
巻
い
た
和
漢
聯
句
に
、近
衞
基
（
一
六
四
八

―
一
七
二
二
）
も
一
座
し
た
。
和
句
だ
け
で
な
く
漢
句
も
つ
と
め
、漢
で
は
「
悠
」、

和
で
は
「
菊
」
の
一
字
名
で
、
一
時
に
両
方
を
詠
出
し
た
作
品
ま
で
残
る
。
家
集

『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
の
大
半
は
和
歌
で
あ
る
が
、
若
干
の
漢
詩
を
見
い
だ
せ

る
の
も
青
年
期
の
修
練
が
下
地
あ
っ
て
こ
そ
だ
ろ
う（

1
）。

大
徳
第
一
座
前
徳
禅
桂
嶽
和
尚
の
も
と
に
ま
か
り
ぬ
る
に
謝
偈
あ
り
感

吟
の
あ
ま
り
彼
韻
の
字
を
た
よ
り
に
和
哥
一
首
唐
詩
一
絶
を
も
て
こ
ゝ

ろ
さ
し
を
の
ふ
と
い
ふ
こ
と
し
か
り

さ
く
梅
の
花
芳
し
き
春
に
来
て
囀
る
と
り
も
法
や
よ
ろ
こ
ふ

遠
出
京
師
入
翠
巒　

一
場
風
物
古
今
冠　

鳥
鳴
花
発
暖
霞
満　

識
得
芳
春

千
万
歓

（『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
雑
部
1948
・
1949
番
）

大
徳
第
一
座
前
徳
禅
桂
嶽
和
尚
の
も
と
を
訪
れ
、謝
偈
に
応
じ
た
二
首
で
あ
る
。

五
摂
家
筆
頭
近
衞
家
第
二
〇
代
で
あ
る
基

は
、
東
山
天
皇
在
位
の
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
よ
り
同
十
六
年
正
月
ま
で
関
白
を
つ
と
め
、宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

に
太
政
大
臣
と
な
っ
た
。
と
き
の
重
職
が
足
を
運
び
、
詩
歌
応
酬
を
記
し
と
ど
め

た
相
手
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
人
物
は
桂
嶽
宗
芳
、
京
都
紫
野
龍
宝
山
大
徳
寺
の
塔
頭
芳
春
院
第
六
世
で

あ
る
。『
増
補
龍
寶
山
大
德
禪
寺
世
譜（

2
）』
に
記
載
な
く
、
生
没
年
な
ど
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
語
録
『
桂
芳
集
』
を
収
め
た
『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
に
平
野
宗
浄

氏
に
よ
る
解
題
が
備
わ
り
、
師
の
心
嶽
宗
欽
（
大
徳
寺
第
二
百
四
十
六
世
、

一
六
三
八
―
一
六
九
八
）
が
元
禄
三
年
入
寺
、同
十
一
年
示
寂
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
元
禄
、
宝
永
を
中
心
に
生
き
た
の
だ
ろ
う
と
推
す
に
と
ど
ま
っ
て

い
る（

3
）。

な
ら
ば
、
家
集
に
よ
り
う
か
が
い
知
れ
た
近
衞
基

と
の
交
歓
を
も
と
に
、
あ

る
い
は
詩
二
百
三
十
首
に
偈
頌
や
讃
、
銘
な
ど
を
あ
わ
せ
た
三
百
餘
篇
か
ら
な
る

『
桂
芳
集
』を
手
が
か
り
に
、桂
嶽
宗
芳
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

本
稿
は
、
今
に
埋
も
れ
、
忘
れ
ら
れ
た
人
と
文
事
を
掘
り
起
こ
す
試
み
で
あ
る
。

大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家

川　
　

崎　
　

佐 

知 

子
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家

三
六

二
、『
基

公
記
』
に
お
け
る
桂
嶽
宗
芳

前
田
利
家
室
芳
春
院
（
一
五
四
七
―
一
六
一
七
）
に
よ
り
慶
長
年
間
に
建
立
さ

れ
た
芳
春
院
に
は
、
近
衞
家
墓
所
が
存
す
る
。
そ
の
由
来
は
、
芳
春
院
開
祖
の
玉

室
宗
珀
（
大
徳
寺
第
百
四
十
七
世
、
一
五
七
二
―
一
六
四
一
）
に
帰
依
し
た
近
衞

家
第
一
八
代
信
尋
（
一
五
九
九
―
一
六
四
九
）
に
よ
っ
て
、
本
寺
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る（

4
）。
第
一
九
代
尚
嗣
（
一
六
二
二
―
一
六
五
三
）
は
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
十
月
十
一
日
に
薨
去
し
た
先
代
の
忌
日
に
大
徳
寺
を
訪
れ
た
（『
尚

嗣
公
記
』）。
基

も
、
毎
月
十
一
日
に
く
わ
え
、
尚
嗣
忌
日
の
十
九
日
の
廟
参
を

欠
か
さ
な
い
（『
基

公
記
』）。
さ
ら
に
、『
尚
嗣
公
記
』
に
は
芳
春
院
第
二
世
玉

舟
宗
璠
（
大
徳
寺
第
百
八
十
五
世
、
一
六
〇
〇
―
一
六
六
八
）、『
基

公
記
』
に

は
第
三
世
一
渓
宗
什
（
大
徳
寺
第
二
百
十
一
世
、
一
六
一
八
―
一
六
八
四
）、
第

四
世
宥
峰
宗
恕
（
大
徳
寺
第
二
百
四
十
世
、
一
六
三
四
―
一
六
八
九
）、
第
五
世

心
嶽
宗
欽
の
名
を
認
め
得
る
。
応
山
が
築
い
た
大
徳
寺
芳
春
院
と
の
関
係
は
、
後

代
へ
と
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

大
徳
寺
芳
春
院
始
来
、
先
住
死
去
之
後
、
始
来
也
、
令
対
面
了
、

（『
基

公
記
』
元
禄
十
一
年
十
二
月
八
日
条
）

元
禄
十
一
年
十
二
月
八
日
の
記
事
で
、「
先
住
」
は
同
年
十
月
十
四
日
に

六
十
一
歳
で
寂
し
た
心
嶽
宗
欽
で
あ
る
。
そ
の
示
寂
後
、
初
め
て
来
邸
し
、
基

へ
の
お
目
見
え
を
果
た
し
た
「
芳
春
院
」
は
第
六
世
で
あ
ろ
う
。
塔
頭
名
の
み
な

が
ら
、『
基

公
記
』
に
お
け
る
桂
嶽
宗
芳
の
初
見
で
あ
る
。

翌
年
以
降
の
記
事
に
は
た
び
た
び
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

芳
春
院
桂
嶽
西
堂
談
金
剛
経
、
尤
殊
勝
之
事
也
、
西
王
寺
亦
来
、
各
給
非
時

了
、

（『
基

公
記
』
元
禄
十
二
年
二
月
一
日
条
）

「
西
王
寺
」
住
侶
の
大
點
自
量
も
来
合
わ
せ
、
と
も
に
非
時
食
を
賜
っ
た
。
近

衞
家
で
の
『
金
剛
経
』
講
釈
は
こ
の
日
に
始
ま
り
、
三
月
末
ま
で
ほ
と
ん
ど
間
を

置
か
ず
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
桂
嶽
宗
芳
が
加
賀
国
へ
下
向
し
た
四
月
の
間
は

中
断
す
る
も
の
の
（『
基

公
記
』
元
禄
十
二
年
四
月
二
日
条
）、
常
時
親
し
く
基

の
も
と
へ
出
入
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。

冒
頭
に
掲
げ
た
和
歌
と
詩
も
、
同
じ
年
に
詠
ま
れ
た
。

早
刻
参
詣
大
徳
寺
、
時
正
結
日
也
、
拝
御
牌
、
後
行
芳
春
院
、
素
純
西
堂
、

了
首
座
等
令
同
道
、
有
非
時
、
亭
坊
有
詩
、
即
座
以
和
哥
謝
之
、
申
刻
帰
家
、

詩
哥
等
追
而
可
注
之
、

（『
基

公
記
』
元
禄
十
二
年
二
月
二
十
九
日
条
）

彼
岸
の
お
わ
り
に
あ
た
る
二
月
二
十
九
日
、
参
詣
を
済
ま
せ
た
基

は
、
芳
春

院
へ
と
足
を
向
け
た
。「
亭
坊
」
す
な
わ
ち
桂
嶽
宗
芳
の
詩
が
あ
り
、
基

は
和

歌
を
返
し
た
。
詩
歌
は
追
っ
て
記
す
と
し
て
い
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
家
集
に
は
詩

も
入
集
し
て
い
た
。
当
座
の
応
答
は
和
歌
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
に
、
後
日
詩
を
添

え
、
あ
ら
た
め
て
贈
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

元
禄
十
二
年
、
桂
嶽
宗
芳
は
、
基

の
日
記
に
道
号
を
も
っ
て
記
さ
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。
以
降
、
基

室
で
後
水
尾
院
品
宮
常
子
内
親
王
の
日
記
『
无
上
法
院

殿
御
日
記
』
に
も
、同
年
九
月
十
五
日
条
で
対
面
を
許
さ
れ
た
「
け
い
か
く
」
の
、

近
衞
家
内
儀
に
し
ば
し
ば
訪
れ
る
模
様
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
品
宮
同
腹
弟
で
南
都

興
福
寺
門
跡
の
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
（
一
六
四
九
―
一
七
〇
六
）
や
、
近
衞
家
門

流
西
洞
院
一
族
で
長
谷
末
子（『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』元
禄
八
年
八
月
十
九
日
条
）



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

三
七

の
興
福
寺
多
聞
院
英
算
と
も
通
じ
合
っ
た
。
ど
う
や
ら
基

周
辺
の
人
々
に
も
受

け
容
れ
ら
れ
た
ら
し
い
。け
れ
ど
も
、こ
の
交
流
は
あ
る
日
突
然
断
た
れ
た
の
だ
っ

た
。

晩
景
、
興
福
寺
多
聞
院
英
算
律
師
上
京
、
宿
此
亭
、
一
門
主
被
来
談
、
言
談

間
、
従
芳
春
院
、
僧
来
云
、
桂
嶽
今
日
暁
□
〔
更
〕歟

遷
化
、
但
未
及
披
露
、
先
申
左

右
旨
也
、
驚
歎
、
断
言
語
、
一
門
、
英
算
等
、
近
年
知
音
、
相
共
哀
惜
、
所

詮
無
常
習
、
雖
非
可
驚
、
就
彼
是
、
哀
惜
而
已
、
其
身
篤
実
、
学
解
莫
大
、

道
楽
賞
信〔

心
〕、
歎
有
餘
々
々
、

（『
基

公
記
』
元
禄
十
三
年
十
一
月
一
日
条
）

多
聞
院
英
算
が
近
衞
家
に
宿
し
、「
一
門
主
」（
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
）
も
来
邸

し
て
閑
談
の
夜
、
芳
春
院
か
ら
や
っ
て
来
た
僧
が
桂
嶽
宗
芳
の
遷
化
を
告
げ
た
。

急
な
訃
報
に
驚
き
な
が
ら
、
情
が
あ
つ
く
誠
実
な
人
柄
で
、
底
知
れ
ぬ
知
識
を
持

ち
、
風
流
を
も
解
し
た
故
人
を
偲
ん
で
い
る
。

桂
嶽
宗
芳
は
元
禄
十
三
年
十
一
月
一
日
示
寂
と
知
れ
た
。
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず

で
は
あ
っ
た
が
、そ
の
日
の
日
記
に
お
け
る
基

の
筆
を
尽
く
し
た
書
き
ぶ
り
が
、

両
者
の
濃
厚
な
交
わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、『
桂
芳
集
』
前
半
部
題
詞
に
み
る
桂
嶽
宗
芳

桂
嶽
宗
芳
を
知
る
も
う
ひ
と
つ
の
糸
口
は
『
桂
芳
集
』
で
あ
る
。
集
め
ら
れ
た

三
百
餘
篇
の
ほ
と
ん
ど
は
詩
で
、
巻
首
1
番
か
ら
230
番
ま
で
を
占
め
る
。
本
稿
末

尾
附
載
の
〔
表
〕
に
掲
げ
た
と
お
り
、『
桂
芳
集
』
の
題
詞
に
は
年
時
の
記
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
前
半
の
詩
二
百
三
十
篇
に
限
れ
ば
、
201
番
「
元
禄
庚
辰
（
元
禄

十
三
年
）
元
旦
」、
229
番
「
庚
辰
（
元
禄
十
三
年
）
中
秋
」
と
あ
り
、
230
番
「
病

中
対
鏡
（
病
中
鏡
に
対
す
）」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
桂
嶽
宗
芳
入
寂
の
年
時
に
も

齟
齬
し
な
い
。
ま
た
、
69
番
「
奉
輓
宥
峰
大
和
尚
」
は
宥
峰
宗
恕
の
元
禄
二
年
五

月
十
八
日
示
寂（

5
）に
よ
り
元
禄
二
年
と
わ
か
り
、
120
番
「
壬
申
春
病
中
偶
作
」
は

同
五
年
春
、
155
番
「
乙
亥
立
春
」
は
同
八
年
、
178
番
「
元
禄
己
卯
試
筆
」
は
同

十
二
年
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
前
半
部
230
番
ま
で
は
年
代
順
と
見
て
間
違
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
巻
頭
に
や
や
近
い
27
番
「
登
紫
阜
龍
峰
掛
錫
芳
春
禅
院
（
紫

阜
龍
峰
に
登
り
芳
春
禅
院
に
掛
錫
す
）」
は
、
そ
れ
自
体
に
徴
証
は
見
当
た
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
262
番
「
芳
春
院
十
境
詩

序
」
の
冒
頭
に
「
貞
享
戊
辰
夏
野
衲
掛

錫
於
紫
阜
芳
春
禅
院
（
貞
享
戊
辰
夏
、
野
衲
、
錫
を
紫
阜
芳
春
禅
院
に
掛
く
）」

と
あ
る（

6
）こ
と
か
ら
、
同
じ
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

34
・
65
番
に
み
え
る
別
源
宗
甄
（
大
徳
寺
第
二
百
二
十
四
世
、
一
六
二
八
―

一
七
〇
九
）、
56
・
93
・
121
・
173
・
174
番
の
南
海
宗
琳
（
大
徳
寺
第
二
百
七
十
九
世
、

一
六
五
八
―
一
七
一
三
）、
73
・
124
・
125
番
大
心
義
統
（
大
徳
寺
第
二
百
七
十
三
世
、

一
六
五
七
―
一
七
三
〇
）、
95
番
の
端
崖
宗
言
（
大
徳
寺
第
二
百
六
十
九
世
、

一
六
五
八
―
一
七
一
一
）、
116
番
の
月
渓
宗
呑
（
大
徳
寺
第
二
百
四
十
七
世
、

一
六
四
〇
―
一
六
九
三
）
な
ど
、
贈
答
で
作
ら
れ
た
詩
も
多
い
。「
庚
午
（
元
禄

三
年
）
春
」
と
あ
る
83
番
は
、
曾
祖
利
休
（
一
五
二
二
―
一
五
九
一
、
天
正
十
九

年
二
月
二
十
八
日
没
）
の
百
年
忌
を
供
養
す
る
仙
叟
宗
室
（
一
六
二
二
―

一
六
九
七
）
に
請
わ
れ
た
。
寸
松
堂
頭
大
和
尚
（
伝
心
宗
的
、
大
徳
寺
二
百
十
五

世
、
一
六
二
四
―
一
六
九
七
）
を
は
じ
め
と
す
る
禅
客
に
茶
づ
ら
の
大
徳
寺
を
思

う
が
、
こ
こ
は
加
賀
侯
と
の
つ
な
が
り
が
機
縁
で
あ
ろ
う
か
。

180
番
以
降
で
は
、近
衞
基

と
の
関
係
が
著
し
い
。「
執
政
左
府
公
」
の
「
台
駕
」

の
折
の
次
韻
183
・
184
・
185
番
、「
陽
明
殿
下
北
政
所
」
よ
り
東
大
寺
大
仏
古
材
の



大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家

三
八

彫
像
へ
の
点
眼
を
命
ぜ
ら
れ
詠
ん
だ
199
番
な
ど
は
、
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
、
多
聞

院
英
算
、品
宮
常
子
内
親
王
と
の
関
わ
り
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、『
桂

芳
集
』
前
半
部
の
う
ち
、元
禄
十
二
年
お
よ
び
翌
十
三
年
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
。

さ
き
に
み
た
『
基

公
記
』
の
記
述
に
も
矛
盾
し
な
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
詩
を

取
り
上
げ
、
詳
し
く
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
稿
を
あ
ら
た
め

て
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
、
桂
嶽
宗
芳
の
出
自

『
桂
芳
集
』
に
作
者
の
多
様
な
交
流
の
反
映
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
見
て

取
れ
た
。
少
し
桂
嶽
宗
芳
自
身
の
こ
と
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
思
う
。

『
桂
芳
集
』
284
番
は
「
駒
込
別
荘
十
景
」
と
題
す
。
は
じ
め
に
水
戸
徳
川
家
の

駒
込
別
荘
の
景
勝
を
掲
げ
、「
水
戸
黄
門
公
画
武
陵
駒
込
別
荘
十
景
朱
盃
記
（
水

戸
黄
門
公
武
陵
駒
込
別
荘
十
景
を
画
く
朱
盃
の
記
）」
を
続
け
る（

7
）。

　
　
　

駒
込
別
荘
十
景

　

東
叡
山
櫻　

不
忍
池
蓮　

小
橋
霽
月　

遠
浦
夕
照　

林
間
雁
塔

　

風
外
鯨
鐘　

坡
上
行
人　

雪
後
帰
鴉　

忍
岡
天
神　

上
野
文
廟

　
　
　

水
戸
黄
門
公
画
武
陵
駒
込
別
荘
十
景
朱
盃
記

Ⅰ  

人
傑
而
地
不
霊
、
地
霊
而
人
不
傑
、
地
霊
、
人
傑
、
古
今
共
難
得
、
武
陵
駒

込
之
境
、　

水
戸
黄
門
公
開
別
荘
而
羅
四
面
之
秀
景
、
搆
館
舎
而
燕
列
国
之

諸
侯
、
人
傑
、
地
霊
、
共
兼
□
一
難
、

Ⅱ  

頃
日
画
斯
十
景
乎
酒
盃
中
、
賜
乎　

九
条
幕
府
家
臣
石
井
右
金
吾
校
尉
宇
治

金
利
、
右
金
吾
不
勝
感
戴
、
招
野
衲
、
請
紀
焉
、
野
衲
雖
未
登
武
陵
、
閲
盃

中
画
図
、
恰
若
遊
別
荘
之
景
、
乃
採
毫
紀
其
趣
曰
、
ⅰ
東
叡
之
嶺
春
色
蒸
霞
、

櫻
花
満
樹
、
遊
望
却
疑
白
雲
之
宿
、
ⅱ
水
上
晒
千
柄
之
雪
、
風
前
飛
十
里
之

香
、
是
花
君
子
而
不
可
褻
翫
者
、
不
忍
池
蓮
也
、
ⅲ
橋
上
照
影
、
橋
下
洗
玉
、

水
涯
幽
意
有
不
堪
秋
、
ⅳ
遠
浦
雲
暖
、
幽
島
沙
明
、
夕
照
之
貶
也
、
誰
人
正

得
風
濤
之
便
、
一
點
征
帆
萬
里
回
、
其
遊
此
景
者
、
孰
不
思
此
句
、
ⅴ
雁
塔

層
々
乎
林
間
、
而
瞻
者
慕
禅
斎
無
塵
之
境
、
ⅵ
鯨
鐘
隠
々
乎
風
外
、
聞
者
澄

身
世
労
擾
之
想
、
ⅶ
坡
上
絡
繹
行
人
不
絶
、
出
谷
樵
夫
檐
挿
数
枝
之
花
、
問

津
旅
客
笠
包
幾
片
之
雲
、
ⅷ
江
天
雪
晴
夕
、
騒
人
倚
欄
干
、
帰
鴉
数
尽
、
萬

境
轉
沈
々
、
ⅸ
繞
庭
一
夜
之
松
、
寄
信
千
里
之
梅
、
東
海
亦
格
北
野
之
神
矣
、

ⅹ
宮
殿
風
微
燕
雀
高
、
旌
旗
日
暖
龍
蛇
動
、
闔
国
公
儀
事
祭
祀
、
上
野
文
廟

也
、
景
也
、
美
哉
、
画
也
、
奇
哉
、
野
衲
筆
拙
、
如
何
形
容
其
趣
乎
、
若
有

達
識
之
士
、
以
意
逆
志
、
亦
焉
病
余
筆
之
不
能
尽
矣
、
金
吾
挙
此
盃
、
則
不

去
千
里
、
而
別
荘
風
煙
落
盃
中
来
、
不
是
大
賚
乎
、
金
吾
曰
、
是
為
我
栄
非

所
応
傲
、　

黄
門
公
通
好
於
我　

幕
府
、
而
致
敬
之
餘
意
而
已
、
余
曰
、
惟

若　

黄
門
公
才
兼
和
漢
、
筆
作
春
秋
、
於
今
天
下
之
士
、
名
一
芸
者
無
不
挙

用
、
又
称
忠
君
孝
親
者
、
蓋
斯
賚
亦
金
吾
以
有
功
労
于　

幕
府
、
覃
斯
恩
者

歟
、
金
吾
其
可
不
尽
心
乎
、

Ⅲ  

童
子
侍
側
曰
、
師
是
釈
門
之
徒
、
不
依
佛
制
而
何
故
賞
飲
酒
之
器
而
紀
之
乎
、

曰
爾
余
取
其
縁
、
不
敢
取
其
器
居
吾
語
汝
、
学
戒
不
学
慧
、
則
其
蔽
愚
也
、

戒
経
曰
、
孝
順
父
母
、
名
為
戒
、
石
井
余
家
氏
也
、
金
吾
余
家
兄
也
、
紀
家

兄
之
美
事
、
遠
伝
家
孫
、
則
是
余
孝
之
一
端
而
已
、
豈
曰
違
佛
制
乎
、
童
子

唯
々
而
去
、

　
　

于
時
元
禄
辛
未
四
年
﨟
月
中
浣
記

　
　
（
釈
文
）



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

三
九

　

Ⅰ  

人
傑
な
れ
ど
も
地
霊
な
ら
ず
、
地
霊
な
れ
ど
も
人
傑
な
ら
ず
、
地
霊
、
人

傑
、
古
今
共
に
得
難
し
、
武
陵
駒
込
の
境
、　

水
戸
黄
門
公
別
荘
を
開
き

て
四
面
の
秀
景
を
羅
ね
、
館
舎
を
搆
へ
て
列
国
の
諸
侯
を
燕
す
、
人
傑
、

地
霊
、
共
に
□
一
難
を
兼
ぬ
、

　

Ⅱ  

頃
日
、
斯
の
十
景
を
酒
盃
中
に
画
き
て
、
九
条
幕
府
の
家
臣
石
井
右
金
吾

校
尉
宇
治
金
利
に
賜
ふ
、
右
金
吾
感
戴
に
勝
へ
ず
、
野
衲
を
招
き
て
、
こ

れ
を
紀
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
、
野
衲
未
だ
武
陵
に
登
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
盃

中
の
画
図
を
閲
し
て
、
恰
も
別
荘
の
景
に
遊
ぶ
が
ご
と
し
、
乃
ち
毫
を
採

り
、
そ
の
趣
を
紀
し
て
曰
く
、

　
　

  

ⅰ
東
叡
の
嶺
春
色
霞
を
蒸
し
、
櫻
花
樹
に
満
ち
、
遊
望
却
っ
て
白
雲
の
宿

か
と
疑
ふ
、
ⅱ
水
上
千
柄
の
雪
を
晒
し
、
風
前
十
里
の
香
を
飛
す
、
是
れ

花
の
君
子
に
し
て
、
褻
れ
翫
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
不
忍
池
蓮
な
り
、
ⅲ

橋
上
影
を
照
ら
し
、
橋
下
玉
を
洗
ふ
、
水
涯
の
幽
意
、
秋
に
堪
へ
ざ
る
有

り
、
ⅳ
遠
浦
雲
暖
に
し
て
、
幽
島
沙
明
な
る
は
、
夕
照
の
貶
な
り
、
誰
人

か
正
に
風
濤
の
便
を
得
て
、
一
點
の
征
帆
萬
里
に
回
る
、
其
れ
此
の
景
に

遊
ぶ
者
、
孰
か
此
の
句
を
思
は
ざ
ら
ん
、
ⅴ
雁
塔
林
間
に
層
々
と
し
て
、

瞻
る
者
禅
斎
無
塵
の
境
を
慕
ひ
、
ⅵ
鯨
鐘
風
外
に
隠
々
と
し
て
、
聞
く
者
、

身
世
労
擾
の
想
を
澄
ま
す
、
ⅶ
坡
上
絡
繹
と
し
て
行
人
絶
え
ず
、
谷
を
出

る
樵
夫
檐
、
数
枝
の
花
を
挿
み
、
津
を
問
ふ
旅
客
笠
幾
片
の
雲
を
包
む
、

ⅷ
江
天
雪
晴
る
る
夕
、
騒
人
欄
干
に
倚
る
、
帰
鴉
数
へ
尽
し
て
、
萬
境
轉

ず
、
沈
々
た
り
、
ⅸ
庭
を
繞
る
一
夜
の
松
、
信
を
寄
る
千
里
の
梅
、
東
海

に
も
亦
た
格
る
北
野
の
神
、
ⅹ
宮
殿
風
微
に
し
て
燕
雀
高
く
、
旌
旗
日
暖

に
、
龍
蛇
動
く
、
闔
国
の
公
儀
祭
祀
に
事
る
、
上
野
文
廟
な
り
、
景
な
り
、

美
な
る
哉
、
画
な
り
、
奇
な
る
哉
、

　
　

  

野
衲
筆
拙
し
、
如
何
そ
形
容
せ
ん
、
其
の
趣
を
、
若
し
達
識
の
士
有
り
て
、

意
を
以
て
、
志
を
逆
へ
、
亦
た
焉
ん
そ
余
か
筆
の
尽
す
こ
と
を
能
は
ざ
る

こ
と
を
病
へ
ん
や
、
金
吾
此
の
盃
を
挙
す
る
と
き
は
、
則
ち
千
里
を
去
ら

ず
し
て
、
別
荘
の
風
煙
、
盃
中
に
落
ち
来
る
、
是
れ
大
な
る
賚
に
あ
ら
ざ

る
や
、
金
吾
曰
く
、
是
れ
我
栄
と
為
し
て
、
応
に
傲
る
べ
き
所
に
あ
ら
ず
、　

黄
門
公
我
が
幕
府
に
好
を
通
じ
て
、
敬
を
致
す
の
餘
意
の
み
、
余
曰
く
、

こ
れ
み
る
に
、
黄
門
公
の
ご
と
き
才
和
漢
を
兼
ね
、
筆
春
秋
を
作
る
、
今

に
天
下
の
士
、
一
芸
に
名
あ
る
者
、
挙
用
せ
ざ
る
と
い
ふ
こ
と
無
し
、
又
、

君
に
忠
あ
り
、
親
に
孝
あ
る
者
を
称
す
、
蓋
し
斯
く
の
賚
も
亦
た
金
吾　

幕
府
に
功
労
有
る
を
以
て
、
斯
の
恩
に
覃
ぶ
者
か
、
金
吾
、
其
れ
心
を
尽

く
さ
ざ
る
べ
か
ら
ん
や
、

　

Ⅲ  

童
子
側
に
侍
し
て
曰
く
、
師
は
是
れ
釈
門
の
徒
、
佛
制
に
依
ら
ず
し
て
、

何
故
そ
飲
酒
の
器
を
賞
し
て
こ
れ
を
紀
す
る
や
、
曰
く
、
爾
り
、
余
其
の

縁
を
取
り
て
、
其
の
器
を
取
り
敢
え
ず
、
居
し
吾
汝
に
語
ら
ん
、
戒
を
学

し
て
、
慧
を
学
ざ
ら
ん
と
き
は
、
則
ち
其
の
蔽
愚
な
り
、
戒
経
曰
く
、
父

母
に
孝
順
す
る
を
名
づ
け
て
戒
と
す
、
石
井
は
余
か
家
氏
な
り
、
金
吾
余

か
家
兄
な
り
、
家
兄
の
美
事
を
紀
し
て
、
遠
く
家
孫
に
伝
ふ
る
と
き
は
、

則
ち
是
れ
余
か
孝
の
一
端
の
み
、豈
に
佛
制
に
違
す
と
曰
ん
や
、童
子
唯
々

と
し
て
去
る
、

　
　
　

時
に
元
禄
辛
未
四
年
﨟
月
中
浣
記

水
戸
黄
門
公
は
駒
込
別
荘
の
十
景
を
定
め
（
Ⅰ
）、
そ
れ
を
朱
杯
に
描
き
、「
九

条
幕
府
家
臣
石
井
右
金
吾
校
尉
宇
治
金
利
」
へ
与
え
た
。
恐
悚
し
た
右
金
吾
に
要



大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家

四
〇

請
さ
れ
、
桂
嶽
宗
芳
は
十
景
（
ⅰ
―
ⅹ
）
を
織
り
交
ぜ
た
朱
杯
記
を
な
し
、
右
金

吾
の
主
君
へ
の
忠
功
を
讃
え
た
（
Ⅱ
）。
最
後
に
侍
童
と
の
問
答
（
Ⅲ
）
が
あ
る
。

元
禄
四
年
十
二
月
中
旬
に
著
さ
れ
た
と
い
う
「
水
戸
黄
門
公
画
武
陵
駒
込
別
荘
十

景
朱
盃
記
」
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

九
条
幕
府
は
五
摂
家
の
九
条
輔
実
（
一
六
六
九
―
一
七
二
九
）
で
、
当
時
従
二

位
権
大
納
言
で
左
大
将
を
兼
ね
る（

8
）。
右
金
吾
石
井
金
利
は
、そ
の
諸
大
夫
で
あ
る
。

『
地
下
家
伝
』
に
宝
永
四
年
六
月
六
日
卒
六
十
二
歳
と
あ
り
、
元
禄
四
年
に
は

四
十
六
歳
、
従
五
位
下
右
衛
門
大
尉
で
あ
っ
た（

9
）。
石
井
金
利
へ
朱
杯
を
与
え
ら

れ
た
経
緯
は
よ
く
わ
か
ら
な
い（
10
）。
常
陸
国
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀

（
一
六
二
八
―
一
七
〇
〇
）
よ
り
の
下
賜
を
誇
り
に
思
い
、
朱
杯
記
を
な
す
こ
と

を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、な
ぜ
桂
嶽
宗
芳
に
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

く
わ
え
て
、
な
ぜ
朱
杯
記
は
『
桂
芳
集
』
に
選
び
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
侍
童
と
の
問
答
に
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
と
お
り
、
石
井
金
利
は
、
桂

嶽
宗
芳
の
兄
な
の
だ
っ
た
。
兄
の
誉
れ
を
記
し
と
ど
め
、
後
裔
に
伝
え
る
こ
と
を

孝
と
し
た
結
果
な
の
で
あ
っ
た
。

『
桂
芳
集
』
に
は
、
ほ
か
に
も
出
自
に
言
及
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
232
番
「
崇

正
賛
」
は
、
桂
嶽
宗
芳
が
亡
母
真
常
崇
正
の
肖
像
画
を
描
か
せ
、
そ
れ
に
付
し
た

賛
で
あ
る
。

先
妣
孺
人
、
道
号
真
常
、
法
名
崇
正
、
泉
南
人
也
、
嫁
故
考
石
井
氏
、
而
生

三
女
二
男
、
黠
也
、
其
季
也
、
萬
治
改
元
十
月
十
三
日
抱
病
卒
焉
、
于
時
黠
甫

三
歳
嬰
孩
之
際
、
而
不
記
現
音
容
、
毎
懐
哀
慕
矣
、
今
載
元
禄
三
庚
午
、
没

後
歳
計
三
十
有
三
四
、
使
画
工
図
真
儀
、
聊
表
在
堂
之
想
、
俚
語
恭
述
賛
辞

曰
、

丈
夫
志
気
、
烈
女
容
儀
、
断
機
垂
訓
、
挙
案
齊
眉
、
天
不
高
兮
地
不
厚
、
何

貶
真
実
報
恩
時
、

（
釈
文
）

先
妣
孺
人
、
道
号
真
常
、
法
名
崇
正
、
泉
南
人
な
り
、
故
考
石
井
氏
に
嫁

し
、
三
女
二
男
生
ず
、
黠
や
、
其
季
な
り
、
萬
治
改
元
十
月
十
三
日
病
を
抱

へ
て
卒
す
、
于
時
黠
甫
て
三
歳
嬰
孩
の
際
、
現
に
音
容
を
記
せ
ず
、
毎
に

哀
慕
を
懐
く
、
今
載
元
禄
三
庚
午
、
没
後
歳
計
三
十
有
三
四
、
画
工
を
し

て
真
儀
を
図
か
せ
、
聊
か
在
堂
の
想
を
表
す
、
俚
語
恭
し
く
賛
辞
を
述
べ

て
曰
く
、

丈
夫
の
志
気
、
烈
女
の
容
儀
、
機
を
断
じ
て
訓
を
垂
れ
、
案
ず
る
こ
と
を

挙
し
て
眉
に
齊
う
す
、
天
高
か
ら
ず
し
て
地
厚
か
ら
ず
、
何
れ
の
貶
か
真

実
報
恩
の
時
、

肖
像
は
、
元
禄
三
年
に
製
作
さ
れ
た
。
亡
母
は
泉
南
の
人
で
、
石
井
氏
に
嫁
し
、

三
女
二
男
を
も
う
け
た
。
病
を
得
て
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
十
月
十
三
日
に
没

し
た
。
没
後
三
十
年
あ
ま
り
、
母
の
面
影
を
知
ろ
う
と
画
工
に
肖
像
を
描
か
せ
た

の
だ
っ
た
。

「
故
考
石
井
氏
」
は
石
井
利
延
で
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
八
十
一
歳
で

没
し
て
い
る（
11
）。

284
番
の
兄
石
井
金
利
、
ほ
か
に
三
人
の
姉
が
い
た
。
桂
嶽
宗
芳

は
末
子
で
、
名
を
黠
と
い
う（
12
）。
三
歳
の
折
に
母
の
死
に
遭
遇
し
た
。
と
す
れ
ば
、

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
生
ま
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、『
桂
芳
集
』
の
「
信
長
記
跋
」

こ
こ
ま
で
、
桂
嶽
宗
芳
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
の
か
を
、
曲
が
り
な
り
に
も
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た
ど
っ
て
き
た
。
お
し
ま
い
に
、『
桂
芳
集
』
の
巻
末
315
番
「
信
長
記
跋
」
を
取

り
上
げ
る
。

　
　
　

信
長
記
跋

英
雄
雖
興
於
世
、
翰
墨
不
記
其
言
行
、
則
萬
世
曷
傳
其
功
業
乎
、
太
和
州
戒

重
城
織
田
内
匠
平
長
清
家
蔵
信
長
記
若
干
巻
、
其
作
者
太
田
和
泉
守
牛
一
者

之
親
書
也
、
和
泉
守
少
仕
贈
左
大
臣
信
長
平
将
、
射
御
之
外
、
以
史
才
、
録

平
将
一
代
之
實
行
、
而
不
泄
、
夫
以
、
平
将
以
干
戈
治
乱
世
尽
忠
襟
仕
朝
家

之
功
業
昭
々
乎
、
不
昧
萬
世
、
其
辞
朴
而
不
華
、
異
于
世
俗
流
布
之
信
長
記

矣
、
此
記
也
、

在
花
房
外
記
源
政
次
者
之
家
、
淡
水
軒
平
一
之
懇
求
而
得

焉
、
又
青
木
甲
州
家
士
、
有
太
田
牛
輝
者
、
牛
一
遠
孫
也
、
家
世
、
秘
牛
一

手
筆
泰
岩
事
旧
記
二
冊
、
元
禄
壬
申
春
、
長
清
與
牛
輝
邂
逅
于
駿
州
府
城
、

丐
獲
、
甚
喜
、
長
清
、
一
日
、
又
別
得
牛
一
親
筆
手
日
記
一
巻
、
與
先
所
得

之
冊
子
併
蔵
而
為
織
田
本
家
之
家
珍
、
長
清
新
寫
二
部
之
記
冊
、
寄
與
卑
官
、

請
収
納
於
陽
明
家
之
文
庫
、
卑
官
美
其
志
而
納
写
本
於
庫
内
、
跋
微
言
於
冊

後
、
應
其
需
者
也
、

（
釈
文
）

英
雄
世
に
興
る
と
い
え
ど
も
、
翰
墨
そ
の
言
行
を
記
せ
ざ
る
と
き
は
、
則

ち
萬
世
曷
ぞ
其
の
功
業
を
伝
へ
ん
や
、
太
和
州
戒
重
城
織
田
内
匠
平
長
清

家
に
信
長
記
若
干
巻
を
蔵
す
、
そ
の
作
者
は
太
田
和
泉
守
牛
一
と
い
ふ
者

の
親
書
な
り
、
和
泉
守
少
き
よ
り
贈
左
大
臣
信
長
平
将
に
仕
へ
て
、
射
御

の
外
、
史
才
を
以
て
、
平
将
一
代
の
實
行
を
録
し
ぬ
、
而
る
に
泄
さ
ず
、

夫
れ
以
ん
は
、
平
将
干
戈
を
以
て
乱
世
を
治
め
忠
襟
を
尽
し
て
朝
家
に
仕

ふ
る
の
功
業
昭
々
と
し
て
、
萬
世
に
昧
か
ら
ず
、
そ
の
辞
朴
と
し
て
華
な

ら
ず
、
世
俗
に
流
布
の
信
長
記
に
異
な
る
な
り
、
此
の
記
や
、
も
と
花
房

外
記
源
政
次
と
い
ふ
者
の
家
に
在
り
、
淡
水
軒
平
一
か
懇
ろ
に
求
め
て
こ

れ
を
得
、
又
青
木
甲
州
の
家
士
、
太
田
牛
輝
と
い
ふ
者
の
有
り
、
牛
一
の

遠
孫
な
り
、
家
世
、
牛
一
手
筆
泰
岩
事
旧
記
二
冊
を
秘
す
、
元
禄
壬
申
の

春
、
長
清
、
牛
輝
と
駿
州
の
府
城
に
邂
逅
す
、
丐
ひ
獲
て
、
甚
だ
喜
ぶ
、

長
清
、
一
日
、
又
別
に
牛
一
親
筆
の
手
日
記
一
巻
を
得
、
先
の
得
る
所
の

冊
子
と
併
せ
て
蔵
し
て
織
田
本
家
の
家
珍
と
為
す
、
長
清
新
に
二
部
の
記

冊
を
写
し
、
卑
官
に
寄
せ
與
へ
、
陽
明
家
の
文
庫
に
収
納
め
ん
こ
と
を
請

ふ
、
卑
官
そ
の
志
を
美
し
と
し
て
写
本
を
庫
内
に
納
め
し
、
微
言
を
冊
後

に
跋
し
、
其
の
需
め
に
應
ず
る
者
な
り
、

大
和
国
戒
重
藩
主
織
田
長
清
（
一
六
六
二
―
一
七
二
二
）
が
、
所
有
す
る
信
長

の
記
録
を
新
写
し
、
近
衞
家
の
文
庫
へ
納
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
、

陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
信
長
公
記
』
の
来
歴
を
著
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
『
信
長
公
記
』
に
は
十
六
巻
本
と
十
五
巻
本
が
あ
り
、
奥
野
高
広
・

岩
沢
愿
彦
両
氏
校
注
『
信
長
公
記
』（
角
川
文
庫
2541　

一
九
六
九
年
初
版
）
の
底

本
で
あ
る
陽
明
文
庫
蔵
本
は
、本
記
十
五
冊
に
上
洛
以
前
の
首
巻
一
冊
を
添
え
る
、

数
少
な
い
十
六
冊
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
に
は
、
基

嫡
男
の
近
衞
家

（
一
六
六
七
―
一
七
三
六
）
に
よ
る
元
禄
十
二
年
六
月
上
旬
付

け
の
添
書
が
あ
る（
13
）。
さ
ら
に
、
近
年
、
そ
の
草
稿
と
目
さ
れ
る
文
書
が
陽
明
文

庫
の
一
般
文
書
（
資
料
番
号
〈
八
九
五
三
八
〉）
に
現
存
す
る
こ
と
を
、
緑
川
明

憲
氏
が
『
豫
楽
院
鑑
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
報
告
し
た
。
同

書
に
は
翻
刻
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
「
元
禄
十
二
年
季
夏
上
旬
／
亜
三
台

家

」
と
書
か
れ
て
い
る
ほ
か
は
、『
桂
芳
集
』
316
番
と
ほ
ぼ
同
文
な
の
で
あ
る
。



大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家

四
二

従
来
、
陽
明
文
庫
本
は
、
近
衞
家

に
よ
る
蒐
書
の
結
果
と
見
な
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
あ
る
。
家

の
自
署
が
あ
り
、
草
案
ま
で
出
現
し
た
う
え
は
、
そ
こ
に
疑

い
の
目
を
向
け
る
必
要
な
ど
ま
る
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
一
度
、
315
番

を
見
直
す
と
、
桂
嶽
宗
芳
が
も
の
し
た
と
は
と
て
も
言
え
そ
う
に
な
い
表
現
に
さ

え
突
き
当
た
る
。
文
末
近
く
の
二
箇
所
に
用
い
ら
れ
る
「
卑
官
」
で
あ
る
。
五
山

僧
の
自
称
と
は
言
え
ず
、
当
時
正
二
位
右
大
臣
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
近
衞
家

の
謙
遜
と
捉
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
信
長
記
跋
」
は
た
し
か
に
『
桂
芳
集
』
に
存
在
す
る
。
あ
ら
た
に

浮
上
し
た
こ
の
事
実
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
べ
つ
の
考
え
も
成
り
立
つ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
桂
嶽
宗
芳
の
代
作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

そ
れ
ま
で
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
記
録
が
、
元
禄
五
年
春
の
織
田
長
清

と
牛
一
遠
孫
太
田
牛
輝
と
の
駿
府
城
で
の
邂
逅
を
端
緒
に
、
織
田
家
の
家
宝
と
さ

れ
、陽
明
家
に
も
及
ん
だ
。
わ
ず
か
数
年
の
出
来
事
で
生
々
し
く
も
思
え
る
。「
手

筆
」「
親
筆
」
と
作
者
に
由
来
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
風
に
も
み
え
る
。
殊

更
に
乞
う
て
近
衞
家
の
文
庫
へ
納
め
た
の
と
同
じ
く
、
跋
を
も
織
田
長
清
の
望
み

に
応
じ
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
を
汲
ん
で
、
近
衞
家

が
書
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
信
長
を
朝
家
に
尽
く
し

た
英
雄
と
表
す
る
あ
た
り
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
焼
き
討
ち
の
遺
恨
を
抱

く
天
台（
14
）に
隣
接
し
て
い
た
公
家
社
会
の
属
性
か
ら
す
れ
ば
、
多
少
の
違
和
感
も

あ
る
。

家

署
名
と
と
も
に
あ
っ
た
「
元
禄
十
二
年
季
夏
上
旬
」
は
、
桂
嶽
宗
芳
が
さ

か
ん
に
近
衞
家
に
出
入
り
し
た
時
期
と
も
重
な
る
。
あ
る
い
は
、『
信
長
公
記
』

を
近
衞
家
へ
取
り
次
い
だ
の
は
、
桂
嶽
宗
芳
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、

織
田
家
よ
り
求
め
ら
れ
た
跋
文
を
、
基

が
桂
嶽
宗
芳
に
命
じ
て
代
作
さ
せ
、
家

が
清
書
し
、
日
付
と
署
名
を
添
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
桂
芳
集
』
に
収
載
さ
れ
る
以
上
、「
信
長
記
跋
」
を
桂
嶽
宗
芳
作
と
考
え
る
の

は
不
自
然
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
ろ
う
。
憶
測
の

と
お
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
桂
嶽
宗
芳
は
書
物
の
媒
介
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

六
、
お
わ
り
に

晩
年
、
河
原
御
殿
に
隠
棲
し
た
近
衞
家

の
茶
会
に
は
、
芳
春
院
第
八
世
竺
嶺

宗
伍（
一
六
六
八
―
一
七
四
六
）が
客
人
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。『
御
茶
湯
之
記
』

で
は
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
十
二
月
七
日
、
同
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
、

同
十
三
年
十
一
月
一
八
日
の
三
度
が
記
録
さ
れ
る（
15
）。『
槐
記
』
享
保
十
三
年
十
月

六
日
条
に
は
芳
春
院
へ
御
成
の
茶
会
も
記
さ
れ
る
。
菩
提
所
の
縁
だ
け
で
は
な
い

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
往
来
の
素
地
は
、
あ
る
い
は
、
基

と
桂
嶽
宗
芳
の
こ
ろ

か
ら
培
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幸
い
、
桂
嶽
宗
芳
に
は
『
桂
芳
集
』
が
あ
り
、
近
衞
家
の
資
料
も
豊
富
で
あ
る
。

両
者
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
、さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ

た
近
世
公
家
の
漢
学
へ
の
対
し
か
た
を
解
明
で
き
よ
う
か
と
も
思
う
。
こ
う
し
た

見
通
し
で
、
ひ
と
ま
ず
は
、
不
明
で
あ
っ
た
桂
嶽
宗
芳
の
生
没
年
と
出
自
を
明
ら

か
に
し
、
近
衞
家
と
の
関
わ
り
の
一
端
を
論
述
し
た
の
で
あ
る
。

（
附
記
）
本
稿
は
、JSPS

科
研
費JP20K

00354

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の

一
部
で
す
。「
近
衞
家
の
漢
学
」
研
究
会
で
の
会
読
に
多
く
を
教
わ
り
ま
し
た
。
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注（1
）『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
は
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
。
近
衞
基

の

詠
草
（
歌
稿
）
を
も
と
に
、
第
二
五
代
近
衞
基
前
（
一
七
八
三
―
一
八
二
〇
）
が
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
五
月
に
編
纂
し
た
。
拙
著
『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
―
近
衞
基

の

家
集
―
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
二
二
年
）
に
翻
刻
を
掲
載
。

（
2
）『
増
補
龍
寶
山
大
德
禪
寺
世
譜
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
七
九
年
）。

（
3
）
大
本
山
大
徳
寺
『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
第
六
巻
（
法
蔵
館　

一
九
八
九
年
）。

（
4
）
前
掲
注
（
2
）
に
よ
る
。
更
衣
山
西
王
寺
所
蔵
『
看
聞
秘
鈔
』
巻
五
で
は
、
近
衞

信
尋
は
沢
庵
宗
彭
（
大
徳
寺
第
百
五
十
三
世
、
一
五
七
三
―
一
六
四
五
）
に
帰
依
し
た

と
す
る
。

（
5
）
前
掲
注
（
2
）
に
よ
る
。

（
6
）
前
掲
注
（
3
）。

（
7
）『
桂
芳
集
』
の
引
用
は
、
前
掲
注
（
3
）
に
よ
る
。
引
用
・
釈
文
に
は
適
宜
私
に
読

点
を
付
し
た
。
ま
た
、判
読
不
能
の
箇
所
に
は
「
□
」
を
宛
て
た
。
便
宜
上
、私
に
符
号
、

傍
線
を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（
8
）
橋
本
政
宣
氏
編
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
。

（
9
）『
地
下
家
伝
』
は
覆
刻
日
本
古
典
全
集
（
現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

同
書
廿
一
に
、九
条
家
諸
大
夫
の
石
井
家
は
菅
原
氏
を
宇
治
氏
に
あ
ら
た
め
た
と
い
う
。

（
10
）
駒
込
別
荘
十
景
に
つ
い
て
は
、『
桂
芳
集
』
の
ほ
か
に
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
徳
川

光
圀
が
別
業
の
景
勝
を
愛
で
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
記
述
よ
り
わ
か
る
。

 

　
　

  

武
州
駒
込
の
御
別
荘
よ
り
、
不
忍
池
を
見
渡
し
、
風
色
面
白
か
り
け
る
に
、
夫
よ

り
御
覧
の
為
、
其
の
趣
を
御
門
主
へ
御
願
ひ
有
之
、
東
叡
山
の
麓
に
桃
多
く
御
植

さ
せ
、
御
遠
望
な
さ
れ
候
、 

（『
桃
源
遺
事
』
巻
之
五
）

 

　

原
祐
一
氏
「
水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討
」（『
東
京

大
学
史
紀
要
』
第
二
十
八
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）
も
参
照
し
た
。

（
11
）
前
掲
注
（
9
）
に
よ
る
。
石
井
利
延
の
後
継
は
桂
嶽
宗
芳
の
兄
石
井
金
利
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
あ
と
を
嗣
い
だ
石
井
利
昌
（
一
六
六
九
―
一
七
〇
九
）
に
も
、「
金
利
男　

実
利
延
三
男
」
と
の
注
記
が
『
地
下
家
伝
』
に
あ
る
が
、
異
母
弟
か
。

（
12
）
桂
嶽
宗
芳
の
名
は
『
桂
芳
集
』
88
番
に
も
出
て
い
る
。

（
13
）『
信
長
公
記
』
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
八
四
年
）
の
同
項
目
（
笹
川
祥
生
氏
執
筆
）
に
詳
し
い
。

（
14
）『
堯
恕
法
親
王
日
記
』元
禄
二
年
八
月
十
日
条（
妙
法
院
史
研
究
会
編『
妙
法
院
史
料
』

第
三
巻　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
八
年
）
で
は
、
信
長
を
「
元
亀
ノ
大
乱
之
時
滅
却
山

門
之
悪
徒
也
、
図
彼
悪
人
之
像
事
、
尤
非
本
懐
」
と
と
が
め
、
妙
法
院
宮
堯
恕
親
王
が

信
長
肖
像
製
作
の
依
頼
を
断
っ
て
い
る
。

（
15
）『
御
茶
湯
之
記　

予
楽
院
近
衞
家

の
茶
会
記
』（
茶
湯
古
典
叢
書
六　

思
文
閣
出

版　

二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。

（
立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
）
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〔
表
〕番

号

『
桂
芳
集
』
題
詞

備
考

1
・
2
石
山
寺

3
謝
京
上
某
甲
医
士
恵
薬

4
寄
自
蓮
禅
友

5
中
秋
値
雨

八
月

6
感
古

7
黄
檗
堂
頭
和
尚
偈
奉
和
高
韻
附
録
尊
偈

8
送
梅
関
知
客
使
東
京

9
輓
壽
覚
信
女

10
輓
潮
音
奇
義
忍
禅
師

11
・
12
賀
不
染
蓮
公
卓
菴

13
和
芳
公
雨
中
韻

14
喜
自
蓮
禅
友
見
訪

15
示
徽
外
徒
子

16
贈
素
中
居
士

17
・
18
幽
夢
亭
偶
成

19
遊
芳
春
院
遇
講
圓
覚
経
賦
以
贈
講
師

20
寄
芳
春
会
上
諸
位
禅
師

21
寓
東
郊
梅
月
居
謝
山
公
康
公
言
公
三
禅
兄
過
訪
恵

雲
書

22
用
前
韻
贈
訥
齋
禅
師

23
用
前
韻
贈
山
公
禅
師

24
次
山
公
禅
師
和
歌
之
詠

25
東
郊
寓
居
招
伍
公
不
到

26
贈
通
公
禅
英

27
登
紫
阜
龍
峰
掛
錫
芳
春
禅
院

28
中
秋

八
月

29
贈
珉
菴
医
士

30
贈
泰
菴
医
士

31
病
中
偶
成

32
堂
頭
大
和
尚
賜
和
附
録

33
再
用
前
韻
為
四
絶
以
奉
呈

34
謹
次
別
源
大
和
尚
高
韻
賀
芳
公
任
侍
香

別
源
宗
甄

35
夜
雨

36
東
大
寺
龍
松
上
人
夙
抱
大
志
営
復
於
大
像
及
大
殿
修

像
已
成
而
又
起
乎
大
殿
之
工
合
国
僉
言
古
佛
出
世
野

衲
合
掌
随
喜
讃
歎
因
不
愧
俚
言
恭
賦
賀
詩
一
篇
以
贈

37
贈
混
公
俊
公
岐
公
三
禅
友

38
邀
三
公
話
茶

39
次
韻
台
公
禅
兄
初
雪

40
奉
次
堂
頭
大
和
尚
雪
高
韻

41
・
42
人
日

43
次
韻
柳
渓
処
士
歳
旦

44
端
月
念
四
日
掛
錫
龍
翔
寺
台
公
禅
兄
賜
賀
偈
次
韻
以

謝

正
月
二
十
四
日

45
喜
微
極
禅
師
過
訪

46
次
韻
黄
梅
碩
侍
者
歳
旦

歳
旦

47
・
48
次
韻
寸
松
珍
公
侍
丈
元
旦

元
旦

49
春
雨

50
謁
北
野
天
満
宮

51
過
普
門
寺

52
三
月
初
八
悦
渓
妙
喜
禅
定
尼
十
三
回
辰
堂
頭
大
和
尚

有
悼
偈
奉
次
高
韻

三
月
八
日

53
一
日
遊
瑞
源
院
即
興
賦
山
詩
一
律
三
日
之
後
陪
瑞
源

丈
室
遊
閑
田
菴
再
前
韻
贈
菴
主

54
贈
良
玄
禅
伯

55
贈
蓮
民
菴
主

56
次
韻
南
海
禅
師
贈
閑
田
菴
主

南
海
宗
琳

57
次
台
公
病
中
吟

58
次
台
公
韻
謝
贈
木
瓜

59
‐
61
台
公
用
前
韻
作
二
絶
賜
再
和
共
三
首

62
‐
64
和
瓜
字
三
首

65
謹
奉
賀
別
源
大
和
尚
再
住
龍
宝
山

別
源
宗
甄
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66
・
67
同
打
睡
守
間
二
師
夜
話

68
次
韻
俊
公
留
別

69
奉
輓
宥
峰
大
和
尚

宥
峰
宗
恕

元
禄
二
1689
寂

70
同
拙
和

71
夏
日
間
坐
偶
懐

72
送
希
声
禅
兄
帰
東
湖

73
贈
高
桐
大
心
禅
師

大
心
義
統

74
賀
伍
公
轉
首
座

75
台
公
禅
兄
在
天
龍
大
禅
刹
位
居
板
首
今
龍
峰
進
表
率

寮
山
偈
以
述
賀

76
次
椿
齢
禅
師
被
恵
韻

77
夏
日
偶
成

夏

78
和
遊
高
雄
韻

79
次
遊
槙
尾
平
等
心
王
院
韻

80
次
遊
修
学
寺
御
苑
韻

81
輓
貞
祐
比
丘
尼

82
喜
希
声
禅
兄
至

83
神
洛
千
宗
室
居
士
今
茲
庚
午
春
値
曾
祖
利
休
老
居
士

之
百
年
諱
辰
而
就
于
第
宅
後
圃
建
廟
奉
像
招
紫
阜
諸

禅
客
開
齋

薦
冥
福
焉　

寸
松
堂
頭
大
和
尚
賦
偈
掲

像
前
千
氏
請
予
次
高
韻
俚
作
一
章
用
伸
筆
供
養
云

元
禄
三
1690
春

利
休
百
年
諱
辰

伝
心
宗
的

84
・
85
送
俊
公
行
講
肆

86
賀
不
昧
全
公
禅
師
住
慈
光
院

87
送
格
公
帰
東
海

88
老
兄
訥
齋
禅
師
一
夜
夢
梅
花
即
興
得
戸
出
梅
香
和
歌

之
題
字
而
意
甚
喜
覚
後
自
賦
隹
篇
唐
声
原
見
又
告
歌

仙
詩
伯
請
題
詠
黠
也
要
傚
其
顰
因
謂
古
来
賢
哲
一
代

勲
功
至
于
顕
名
之
貶
逆
獲
之
瑞
者
多
其
事
跡
載
典
籍

昭
也
於
今
老
兄
夢
時
六
月
下
浣
実
炎
天
梅
蘂
希
世
珍

也
他
日
徳
香
郁
々
自
不
能
掩
薫
発
門
戸
之
外
恰
若
炎

天
得
梅
梅
香
而
為
世
所
重
必
矣
野
作
一
章
莫
惜

斤

89
次
韻
岐
公
禅
友
九
月
十
三
夜

九
月
十
三
夜

90
寄
友
在
加
州

91
寒
鴉
陽
月
念
五
会
高
林
兼
題

十
月
二
十
五
日

92
寒
窓
夜
雨
同
即
席

93
贈
瑞
源
南
海
禅
師

南
海
宗
琳

94
再
用
前
韻
贈
寝
室
号
白
梅
居

95
送
端
崖
禅
師
回
東
海
霊
山
転
位
後

端
崖
宗
言

96
雪
中
梅
分
雪
覆
千
山
孤
峰
不
白
八
字
為
韻
得
千
字

97
訪
友
不
遇
即
席

98
水
仙
花
会
於
通
公
寮
兼
題

99
霜
夜
月
分
到
頭
霜
夜
月
任
運
落
前
渓
之
八
字
作
韻
得
落
字
即
席

100
入
室

101
秉
燭
夜
遊

102
龍

103
春
夢

104
宮
庭
花

105
花
下
晩
歩

106
春
暁

107
隣
家
桃
花

108
評
花

109
佛
誕
生

110
月
下
聴
鵑

111
雨
中
薔
薇

112
錫

113
新
竹

114
次
韻
大
応
寺
伯
英
禅
師
首
楞
厳
講
畢
偈

115
分
歳

116
奉
和
月
渓
大
和
尚
元
旦
高
韻

元
旦　

月
渓
宗
呑

117
次
韻
隣
寺
梅
花

118
次
韻
村
井
瑞
碩
医
丈
歳
旦

歳
旦

119
隣
院
梅
花
愛
晩
開

120
壬
申
春
病
中
偶
作

元
禄
五
1692
春
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121
南
海
禅
師
見
恵
用
前
韻
贈

南
海
宗
琳

122
贈
南
谷
律
師

123
春
夜
病
中

春

124
次
韻
大
心
禅
師
病
中
偈

大
心
義
統

125
次
大
心
禅
師
羅
賢
館
口
占
之
韻

大
心
義
統

126
病
中
逢
某
甲
医
士
筆
一
生
病
因
而
使
知
之
題
其
末

127
次
韻
前
泉
湧
圓
岩
禾
上
元
旦
贈
令
徒
亭
子
律
師

元
旦

128
病
中
仲
秋

八
月

129
賀
瑚
公
侍
丈
剃
髪
参
堂

130
賀
信
公
禅
師
住
興
聖

131
梵
網
戒
経
講
話
了
五
月
念
九
日

五
月
二
十
九
日

132
賀
以
公
禅
師
住
長
遠
寺

133
贈
中
黙
禅
師
寄
線
香

134
贈
中
靖
禅
兄

135
仲
秋

八
月

136
癸
酉
秋
山
公
遊
于
須
磨
明
石
之
景
来
為
予
説
所
経
之

奇
勝
不
堪
歆
艶
賦
一
律
而
写
其
所
聞

元
禄
六
1693
秋

137
庭
前
桂
花

138
重
陽

九
月
九
日

139
多
病

140
白
鷺

141
応
訥
齋
禅
兄
招
会
于
茶

142
梅
花

143
花
濃
春
寺
静

144
偶
成

145
又
謝
知
己

146
京
極
定
家
卿
四
百
五
十
年
忌

定
家
1162
‐
1241

147
輓
消
蘊
玄
公
菴
主
引

148
三
月
十
九
玉
林
精
舎
席
上
賦
雨
晴
花
更
繋

三
月
十
九
日

149
同
次
丈
室
韻

150
次
韻
奉
輓
即
隠
大
禾
上

151
次
韻
奉
送
臨
川
丈
室
東
帰

152
九
月
十
三
夜
値
雨

九
月
十
三
夜

153
秋
将
暮

154
探
分
八
景
得
山
市
晴
嵐

155
乙
亥
立
春

元
禄
八
1695
立
春

156
賀
郢
公
喝
食

157
喜
雨
中
玉
公
奎
公
両
禅
英
至

158
寄
安
養
戒
山
律
師
書
師
曾
開
山
於
江
左
創
安
養
寺
起
筆
而
撰

律
苑
僧
宝
伝
偈
句
及
此
事

159
六
月
遊
于
本
多
臥
仙
居
士
之
甲
第
席
上
見
求
詩
一
絶

賦
贈

六
月

160
和
臥
仙
居
士
見
恵
韻

161
仙
遊
台
即
興

162
和
聞
杜
鵑
有
感

163
謝
加
国
執
政
房
州
老
太
守
齋

164
送
天
嶺
禅
師
帰
海
西
正
宗
寺

165
以
公
禅
師
謄
写
金
剛
般
若
経
薦
先
妣
加
宅
貞
祐
師
姑

七
回
忌
辰
俚
偈
以
贈

166
乙
亥
冬
十
月
初
五
日
雨
中
塵
泥
中
見
一
双
破
艸
鞋
我

思
世
間
無
用
物
無
若
破
艸
鞋
因
自
号
称
破
草
鞋
作
偈

述
厥
懐

元
禄
八
1695

十
月
五
日

167
奉
和
看
松
大
禾
上
見
恵
高
韻

168
和
郢
公
歳
首
韻

歳
首

169
宗
倫
徒
省
母
遊
東
湖
帰
錫
已
遅
作
詩
述
懐

170
蒲
月
初
五
徒
子
誕
生
日
一
偈
述
賀

五
月
五
日

171
和
片
桐
宗
鎮
居
士
口
号
韻

172
同
次
山
居
和
歌
之
韻

173
雪
後
訪
瑞
源
精
舎
寝
室
号
白
梅
居

南
海
宗
琳

174
和
俊
公
被
贈
南
海
禅
師
之
詩

南
海
宗
琳

175
閲
空
覚
和
尚
大
仲
禅
英
伽
陀
二
篇
依
其
韻

大
仲
宗

176
呈
空
覚
禾
上

177
次
韻
奉
輓
碩
翁
大
和
尚

碩
翁
宗
絆

元
禄
十
1697
寂

178
元
禄
己
卯
試
筆

元
禄
十
二
1699
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179
次
慈
照
丈
室
侍
童
試
毫
之
韻

180
元
禄
己
卯
夏
奉
迎　

左
相
府
殿
下
鶴
駕
野
偈
誌
喜

近
衞
基

181
賀
石
牕
禾
上
住
初
山

石
牕
道
鏗

182
芳
春
禅
舎
新
搆
鎮
守
土
地
祠
祭
祀
稲
荷
神
霊　

執
柄

殿
下
詣
祠
前
有　

台
詠
拙
作
恭
奉
和
三
十
一
字
之
末

字

近
衞
基

183
己
卯
秋
掃
弊
門
奉
迎　

執
政
左
府
公
台
駕
有
瓊
瑶
之

賜
山
詩
恭
奉
次
鈞
韻

近
衞
基

184
一
乗
法
親
王
翠
華
臨
于
弊
院
拙
作
謹
奉
和
所
賜
祇
陀
一
乗
院
宮
真
敬

親
王

185
次
多
聞
上
人
韻

多
聞
院
英
算

186
暮
秋
扇

187
隣
寺
晩
鐘

188
円
通
大
士
開
光

189
高
倉
帝
後
宮
有
称
小
督
官
女
能
弾
琴
自
命
其
琴
曰
時

雨
此
器
也
於
今
歴
数
百
歳
為　

陽
明
殿
下
被
器
重
茲

歳
九
月
秋
雨
夜
設
管
絃
宴　

殿
下
手
弾
其
琴
使
野
衲

賦
俚
詩
即
興
賦
而
備　

台
覧

九
月　

近
衞
基

190
遊
坂
府
訪
原
田
利
永
茶
話

191
淀
河
船
中
偶
成

192
陽
明
殿
下
詩
歌
自
会
之
題
心
與
竹
俱
空

近
衞
基

193
灘
声
秋
更
急

同
右

194
暮
雨
村
橋
湿

同
右

195
謹
奉
和　

陽
明
殿
下
春
日
法
楽
和
歌
之
末
字

近
衞
基

196
夏
地
儀
初
冬
七
日
会
于
芳
春

十
月
七
日

197
冬
植
物

同
右

198
尋
早
梅

199
陽
明
殿
下　

北
政
所
得
支

南
京
大
佛
銅
像
古
材
而

命
工
匠
彫
刻
霊
像
持
念
且
使
野
衲
開
光
点
眼

品
宮
常
子
内
親

王

200
次
石
窓
和
尚
被
賀
芳
春
補
席
韻

201
元
禄
庚
辰
元
旦

元
禄
十
三
1700

元
旦

202
消
蘊
玄
公
菴
主
七
回
忌
之
追
懐

203
絵
馬
紅
梅
神
前
絵
馬

204
慈
愛
狗
子
掩
土

205
暮
春
十
有
九
日
応　

陽
明
殿
下
之
齋
請
亭
午
飯
食
茶

菓
訖
以
楽
天
句
為
題
有　

台
詠
野
衲
亦
稟
命
賦
唐

詩
々
就
有
餘
興
優
婆
塞
戒
為
題
再
賦
／
萬
縁
皆
已
消

三
月
十
九
日

近
衞
基

206
不
殺
生
戒

同
右

207
不
倫
盗
戒

同
右

208
不
邪
淫
戒

同
右

209
不
妄
語
解

同
右

210
不
飲
酒
戒

同
右

211
壽
石
元
春
居
士
七
周
忌
一
偈
述
追
懐

212
次
小
岩
嵩
公
禅
師
韻
輓
固
山
常
賢
信
士

213
夏
日
迎
南
京
多
聞
上
人
話
茶
次
上
人
扇
上
之
詩

多
聞
院
英
算

214
・
215
夏
天
登
西
山
野
作
二
呈
直
指
和
尚

216
本
月
十
有
二
日
奉
稟　

陽
明
左
相
府
使
命
次
得
被
附

伝　

一
乗
正
覚
法
親
王
尊
問
宗
芳
焚
香
頓
首
展
開
封

函
而
奉
領　

高
偈
一
絶
之
嘉
恵
不
堪
恐
懼
慚
愧
之
至

菲
徳
薄
福
□
□
奉
蒙　

尊
貴
大
人
恩
渥
不
知
所
以
陳

謝
不
肖
鄙
拙
謹
次
巌
韻
奉
呈　

法
親
王
金
蓮
下

十
二
日

近
衞
基

一
乗
院
宮
真
敬

親
王

217
七
月
既
望
見
東
山
大
字
燈

七
月
十
六
日

218
中
秋　

陽
明
殿
上
賞
月
応
鈞
請
賦
即
興

八
月　

近
衞
基

219
奉
輓
天
興
大
禾
上
次
韻

220
因
事
有
感

221
・
222
秋
日
江
東
栄
岳
禅
師
過
訪
有
隹
偈
次
其
韻

秋
日

223
陽
明
殿
下
秋
日
遊
紫
竹
山
荘
而
有
詠
藻
野
言
奉
次
尊

韻

秋
日　

近
衞
基

224
依　

台
請
賦
悲
秋
藩
安
仁
対
鏡
歎
白
髪
作
秋
興
賦

近
衞
基

225
遊
伏
見
中
書
島
多
門
院
有
橋
云
蓬
萊

226
屈
請
普
門
寺
証
公
令
開
講
永
明
垂
誡
臨
散
席
有
偈
野

作
次
隹
韻
致
謝

227
柴
田
丈
菴
居
士
招
野
衲
修
法
喜
且
有
隹
什
次
其
韻

228
松
序



大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家

四
八

229
庚
辰
中
秋
七
八
月
之
間
雨
天
不
晴

元
禄
十
三
1700
八
月

230
病
中
対
鏡

231
廬
山
石
銘
引

232
崇
正
賛

233
復
即
隠
大
和
尚
書

234
福
禄
壽
賛

235
李
白
観
瀑
賛

236
送
蓮
機
上
人
遊
東
関
序

237
伊
勢
祠
官
延
貞
家
蔵
昇
仙
石
銘

238
白
峰
宗
雲
禅
定
尼
下
火

239
伏
見
郷
中
書
島
多
門
銅
鐘
銘
序

240
応
石
芳
兄
招
話
茶

241
同
次
幽
居
韻

242
贈
仙
洲
禅
英

仙
州
宗
桂

元
禄
七
1694
四
月
寂

243
祝
慶
嶺
善
士
六
旬
花
誕

244
紅
楓
限
香
一
寸
賦
三
首

245
竹

246
夜
雨

247
奉
送
堂
頭
大
禾
上
北
加
之
行

248
送
伍
公
禅
英
侍
本
師
大
禾
上
之
加
北

249
中
冬
念
夜
訪
伍
公
兄
不
遇

十
一
月
二
十
日

250
寒
夜
与
伍
公
岐
公
両
禅
英
同
話

251
次
韻
源
公
侍
丈
歳
旦

歳
旦

252
輓
旭
嶺
禅
師

253
奉
送
龍
睡
禅
師
回
東
海

254
欲
赴
豫
州
留
別
友
人

255
賜
和
用
前
韻
以
贈

256
応
伍
公
禅
兄
招
話
茶

257
不
昧
室
茶
話
贈
通
公
禅
兄

258
黄
檗
堂
頭
禾
上
六
旬
周
手
画
観
音
大
士
以
賜
述
俚
讃

以
呈

259
寄
示
桂
芳
南
津
二
徒

260
禅
兄
梅
友
迎
恵
公
音
公
迪
公
茶
話
蕪
言
以
贈

261
又

262
芳
春
院
十
境
詩
序

貞
享
五
1688
夏

263
高
林
菴

同
右

264
杜
鵑
亭

同
右

265
幽
雲
亭

同
右

266
若
狭
河

同
右

267
飽
雲
室

同
右

268
呑
湖
閣

同
右

269
打
月
橋

同
右

270
通
玄
菴

同
右

271
梵
音
樓

同
右

272
松
月
軒

同
右

273
琵
琶
湖
十
詠

元
禄
二
1689
秋

274
唐
崎
孤
松

同
右

275
三
井
晩
鐘

同
右

276
片
田
漁
舟

同
右

277
白
鬚
夜
灯

同
右

278
比
良
残
雪

同
右

279
大
津
市
井

同
右

280
膳
里
江
城

同
右

281
勢
多
長
橋

同
右

282
矢
橋
帰
帆

同
右

283
鏡
山
秋
月

同
右

284
駒
込
別
荘
十
景
／

水
戸
黄
門
公
画
武
陵
駒
込
別
荘
十
景
朱
盃
記

元
禄
四
1691
十
二
月

285
高
座
山
永
雲
禅
寺
銅
鐘
銘
序

元
禄
十
一
1698
夏

286
・
287
雲
樓
大
士
賛
坐
于
圓
相
中

288
次
随
時
菴
主
韻

289
・
290
蘭
谿
禅
師
三
十
三
回
之
和

藍
谿
宗
瑛　
　

寛
文
四
1664
寂



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
五
號

四
九

291
斎
藤
別
当
実
盛
賛

292
菊
応
日
光
御
門
跡
之
求

公
弁
親
王

293
龍
谷
開
山
澤
菴
大
和
尚
五
十
年
忌
香
偈

澤
菴
宗
彭
1573
‐
1645

294
元
禄
六
癸
酉
年
山
城
州
平
安
城
長
遠
寺
鳩
諸
檀
力
而

更
造
寝
室
秋
九
月
某
甲
日
起
工
冬
十
一
月
某
甲
日
上

梁
伏
願
皇
図
永
圓
帝
壽
益
堅
居
者
以
安
共
遊
三
摩
之

域
施
者
蒙
利
同
成
解
脱
之
因
頌
曰

元
禄
六
1693

295
一
貫
由
以
居
士
下
火

296
・
297
大
仲
和
尚
挽
偈
之
和

大
仲
宗
　
　

元
禄
七
1694
寂

298
春
江
院
松
岳
宗
高
居
士
肖
像
讃
序

元
禄
六
1693
秋

村
井
貞
勝

299
義
山
居
士
薦
智
海
公
百
年
忌
述
伽
陀
一
章
乞
和
来
拙

語
以
贈

300
響
泉
硯
銘
序

301
猪
鼻
坂
雨
八
幡
八
景

302
鍾
馗
讃

303
明
応
禅
師
讃　
慈
光
院
宗
全
請

304
同　
坐
圓
相
之
中　

婆
慈　

法
橋
元
理
請

305
祖
燈
禅
師
三
十
三
回
忌
之
和

306
華
光
院
前
亜
相
掩
土

醍
醐
冬
基　
　
　

元
禄
十
1697
薨

308
輓
碩
翁
和
尚
和

碩
翁
宗
絆　
　
　

元
禄
十
1697
寂

309
義
山
素
順
居
士
掩
土

310
自
讃

311
松
雲
軒

312
普
門
寺
聖
観
音
安
座

313
本
源
自
性
院
禅
定
殿
下
五
十
回
忌
之
拈
香

近
衞
信
尋　
　
　

慶
安
二
1649
薨

314
自
讃

315
重
刊
碧
岩
集
跋

元
禄
五
1692

316
信
長
記
跋




